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Cefotiam(SCE-963)の 使 用経験

斉 藤 豊 一

虎の門病院泌尿器科

Cefotiam(CTM,SCE-963)は 武 田 薬 品 工 業 株 式 会

社中央研究所 にて創製 され た広 範 囲 セ フ ァロ ス ポ リン系

抗生物質である。構 造 はFig.1に 示 す。

Fig. 1 Chemical structure of CTM

本剤は 抗菌力 的 に は グ ラム 陽 性 球 菌 で はcefazolin

(CEZ)と ほ ぼ同等 であ るが,グ ラム陰 性 桿 菌 特 に 且

coli, Klebsiella, Proteus mirabili: で は そ の4～16倍 の

抗菌力を示すといわれる1)。

今回本剤を臨床的に使用する機会を得たので,そ の概

要を報告する。

試験対象と方法

当科の外来および入院患者の尿路感染症のうち,急 性

単純性膀胱炎以外の患者を対象とした。投薬方法は1日

1回,1,000mgを100mlの 生食液に溶解し,点 滴静注

し,連日5日 間の投薬で総計5,000mgと して,効 果を

判定した。日曜祝日の関係で中1日 休薬した例もある。

薬剤アレルギーのあるものは除外 した。

投薬中は他の抗生物質,化 学療法剤は併用せず,消 炎

酵素剤も投薬中は併用をさけた。降圧剤,健 胃剤,糖 尿

病治療剤などで本剤の効果判定に影響なしと考えられる

ものは投薬を続けたものもある。カテーテル操作,膀 胱

鏡検査などの尿路の操作もおこなっていない。

効果の判定は投薬前後の尿培養,膿 尿の所見をもとと

して,UTI研 究会の薬効評価基準2)によった。

臨 床 成 績

症例は尿路感染症が7例,急 性副睾丸炎が2例 で合計

9例である。成績は著効と判定されたものが2例,有 効

6例,無 効1例 であった。

尿中の細菌はN0.9の 副睾丸炎 の例 を除いて,全 例

に瓦一iが105以 上証明され,他 の細菌による感染症

はなかった。

症例はTable1に 一括 して示 した。 とくに感染症の

経過の指標となる白血球数,血 沈,CRPも 検査を行い

得た例は記載 した。No.6の 慢 性肝炎の症例 では,

GOTが 投薬前36か ら,後 は42に,GPT,18→32と 一過

性の軽度上昇をみたが,1週 後には投薬前の値に復帰 し

た。LDHは250か ら211とかえって下降 した。

No.7は 熱が37℃ 代から36℃ 台 にも どったが,排 尿

痛,頻 尿などは全て不:変で,膿 尿 も軽度 となったが,

E.coliは105以 上が投薬後も証明 され,無 効と判定 し

た。

副作用は血液生化学の検査値も含めて本剤の影響と考

えられるものは1例 も経験していない(Table2)。

考 按

CTMは 現有 の注射用 セファロスポリン系 抗生剤

cephaloridine(CER),cephalothin(CET),CEZと 比

較 して,基 礎的には特にグラム陰性桿菌に優れた抗菌力

を有するが,グ ラム陽性球菌ではCER,CETに 比較し

てやや劣り,CEZと 同等といわれる1)。

一方吸収排泄の点では血中濃度はCEZ二 に比し,peak

は低 く,ま た比較的すみやか に主として腎より排泄さ

れ,そ のpatternはCETと 類似す るというが,生 体

内での活性代謝物は検出されていない1)。

本剤の,基 礎的にはグラム陰性桿菌にも優れた効果を

有し,ま た主として腎より排泄されることから臨床的に

は特に尿路感染症にも効果が期待しうると考えられる。

今回急性の単純性および複雑性尿路感染症に対し,本

剤1日1回1,000mgを 投与 し,効 果 と安全性を検討 し

た。その成績では9例 中8例 に効果が認められた。無効

の1例 は前立腺結石を有する複雑性の腎孟膀胱炎で,こ

の例についてはさらに用量を上げて検討する必要があっ

たかもしれない。他の8例 では一応満足すべき結果が得

られた。

副作用については,少 数例のためにさらに検討する余

地があるが,今 回の成績では自覚的にも他覚的にも本剤

に起因すると考えられる副作用は認められなかった。

む す び

広範囲セファロスポリン系 抗生剤Cefotiam(CTM,
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SCE-963)を 急性尿路感染症7例,急 性副串丸炎2例 の

計9例 に使用し,有 効8例(著 効2例 を'含む),無 効1

例,有 効率88.9%の 結果を得た。細菌学的効果では 且

coli8例 の うち7例 に菌消失をみとめた。副作用は認め

られなかった。
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CLINICAL EXPERIENCE OF CEFOTIAM (SCE-963)

TOYOKAZU SAITO
Department of Urology, The Toranomon Hospital

As a result of administration of broad spectrum cephalosporin, cefotiam (CTM, SCE-963) in 7 cases of
acute urinary tract infection and 2 cases of acute epididymitis, total in 9 cases, cefotiam was good in 8 cases
(including 2 cases of "excellent") and ineffective in 1 case, and total effectiveness was 88.9%. As for bacte-
riological effects, bacteria disappeared in 7 cases out of 8 cases of E. coll. No side effect was observed.


